
・３　数学

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等）

２ 学習の到達目標

３ 評価の観点及びその趣旨

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。
(1)数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念，原理・法則などを
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。
(2)事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりするこ
となどを通して，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養
う。
(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

観
点

a:知識・技能

使用教科書 高校数学Ⅰ　（実教出版）

副教材等

・中学校数学までで学習した内容を確認し，それを基に数学における基本的な概念や原理・法則
の体系的な理解を深めます。

・第１回授業時にファイルを配布します。授業プリントや問題プリントを整理し，各自復習等に
用いましょう。

・授業プリントで学習した内容を問題プリントで確認し、知識の定着を図ります。問題プリント
は実施ごとに回収し，評価の対象とします。毎回しっかりと取り組みましょう。

・授業への取り組み状況も評価の対象となります。遅刻や欠課をせずに，しっかりと出席しま
しょう。

b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

数と式，図形と計
量，2次関数及びデー
タの分析についての
基本的な概念，原
理・法則などを体系
的に理解している。

事象を数学的に考察し表現し
たり，思考の過程を振り返り
多面的・発展的に考えたりす
ることなどを通して，数と式
や集合と命題，2次関数にお
ける数学的な見方や考え方を
身に付けている。

数と式や集合と命題，2次関数の
考え方に関心をもつとともに，数
学のよさを認識し，それらを事象
の考察に活用しようとする。
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上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。



４ 学習の活動

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

a:乗法公式及び因数分解の公式
の意味や複雑な式が簡単な式に
帰着できることを理解してい
る。また，式を用いて事象を適
切に表現することや見通しを
もって式を扱うこと，そして，
乗法公式や因数分解の公式など
を用いて，式を目的に応じて変
形することができる。
b:一つの文字に着目したり，一
つの文字に置き換えたりするな
どして，いろいろな式の見方を
することや，目的に応じて，的
確に式を変形する方法を考察す
ることができる。
c:具体的な事象の考察に式の展
開や因数分解などを活用しよう
としている。

a:数を実数まで拡張することの
意義や実数が数直線上の点と１
対１に対応していることを理解
している。また，簡単な無理数
についての四則計算ができる。
b:数を拡張してきた過程や数の
四則計算の可能性について考察
することができる。
c:数の体系を拡張する過程や数
の四則計算に関心をもち，それ
らを数の考察に活用しようとし
ている。

a:方程式や不等式の中に含まれ
ている文字の意味や方程式，不
等式の性質及び１次方程式，１
次不等式とその解の意味を理解
し，解を求めるための基礎的な
知識を身に付けている。また，
数量の関係を１次方程式や１次
不等式で表したり，等式，不等
式の性質を基に，１次方程式や
１次不等式を解くことができ
る。
b:１次方程式や１次不等式の解
について，いろいろな数値を代
入したりして考察することがで
きる。また，不等式の性質を等
式の性質と対比して捉え，１次
不等式の解き方を考察すること
ができる。
c:数量の関係を不等式で表すこ
とのよさを捉え，それらを具体
的な事象の考察に活用しようと
している。

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業態度等
振り返り
シート
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

単元（題材）の評価規準
評価方法

知(a) 思(b) 主(c)

授業態度等
振り返り
シート
観察等

整式の加
法・減法

整式の乗法

授業態度等
振り返り
シート
観察等

前
期

整式

不等式の利用

整式

実数

実数

乗法公式に
よる展開

学
期

単元名 学習内容

１次方程式

因数分解

不等式の性質

１次不等式

文字を使っ
た式のきま
り

連立不等式

方程式
と不等
式

平方根とそ
の計算

不等式



※

a:集合に関する基本的な用語・
記号を理解し，命題の必要条
件・十分条件，逆・裏・対偶な
どを集合と関連付けて理解して
いる。また，与えられた二つの
集合の共通部分や和集合，補集
合などを求めたり，簡単な命題
やその命題の逆・裏・対偶につ
いて真偽を証明したりすること
ができる。
b:ベン図などを用いて数学の対
象を整理しそれらを多面的・統
合的に見たり，事象を命題とし
て表現し，考察したりすること
ができる。
c:集合の包含関係と命題を関連
付けて捉え，それらを命題の考
察に活用しようとしている。

a:データを整理するための基礎
的な知識を身に付けている。ま
た，与えられたデータの最頻
値，平均値，中央値を求めるこ
とができる。
b:四分位数を用いて，データを
考察することができる。
c:データの分析に関心を持つと
ともに，色々な手法を認識し，
事象の考察に活用しようとして
いる。

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

a:1次関数・2次関数の式の意味
やグラフ，平行移動について理
解している。また，1次関数と2
次関数のグラフをかくことや2
次関数の式を平方完成すること
ができる。
b:1次関数と2次関数のグラフに
ついて，いろいろな値を代入し
たりして考察することができ
る。
c:表や式，グラフなどを用いて
数量の変化を表現することの有
用性を認識し，関数の考えを具
体的な事象の考察に活用しよう
としている。

a:三角形に関する基礎的な用
語・記号を理解している。ま
た，三角比の値を求めることが
できる。
b:測量の問題に，正弦，余弦を
用いて考察することができる。
c:相似な直角三角形の性質に関
心を持ち，三角比の正接の考察
に活用しようとしている。

授業態度等
振り返り
シート
観察等

授業態度等
振り返り
シート
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業・問題
プリント
定期考査
観察等

授業態度等
振り返り
シート
観察等

授業態度等
振り返り
シート
観察等

前
期

三角比

後
期

データの散
らばり

命題

データ
の分析

関数

集合と
論証

関数と
グラフ

代表値

表中の観点について　ａ:知識・技能　　　ｂ:思考・判断・表現
　　　　　　　　　　ｃ:主体的に学習に取り組む態度

統計とグラフ

2次関数とそ
のグラフ

1次関数と
そのグラフ

いろいろな
証明法

度数分布表
とヒストグ
ラム

三角形

集合と要素

三角比


